

持続可能な開発のための生物多様性に関するカンウォン宣言

（環境省仮訳）
私たち、各国の大臣と代表団長は、ここ韓国カンウォン道ピョンチャンで2014年10月15日及び16日に、生物多様性条約第12回締約国会議の機会に集い、
生物多様性条約の3つの目的（生物多様性の保全、その構成要素の持続可能な利用及び遺伝資源の利用から生ずる利益の公正かつ衡平な配分）と、持続可能な開発に対するそれらの重要性を想起し、
2010年10月に名古屋で開催された生物多様性条約の第10回締約国会議で採択された、生物多様性戦略計画2011-2020と愛知目標、及びその2050年のビジョンである「自然と共生する社会」、すなわち「2050年までに、生物多様性が評価され、保全され、回復され、そして賢明に利用され、それによって生態系サービスが保持され、健全な地球が維持され、全ての人々に不可欠な恩恵が与えられる」世界を想起し、

　国連持続可能な開発会議（「リオ＋20」。2012年6月20-22日にブラジル・リオデジャネイロで開催）の成果文書である「我々の求める未来」のうち、特に以下について想起し、
（１）生物多様性の生態学的、遺伝的、社会的、経済的、科学的、教育的、文化的、レクレーション的、審美的な価値はもちろん、生物多様性の本質的な価値も再確認したほか、持続可能な開発や人間の福利にとって決定的に重要な基盤であり、必要不可欠なサービスを提供する生態系の維持における生物多様性の決定的に重要な役割を再確認したこと
（２）世界規模での生物多様性の損失と生態系の劣化の深刻さを認識したこと
（３）これらが、食料安全保障や栄養、水の提供や水へのアクセス、および農村の貧困層や世界の人々の保健に、現在及び未来の世代を含めて影響を与え、世界の開発を損なうことを強調したこと

（４）先住民及び地域住民の伝統的知識等が生物多様性の保全と持続可能な利用に重要な貢献をし、その幅広い適用が社会の福利と持続可能な生計を支えることを認識したこと
（５）生物多様性戦略計画2011-2020を実施することと愛知目標を達成することの重要性を確認したこと

（６）持続可能な開発や貧困削減を達成するために、各国の状況や優先順位に応じて各国に適用できる異なる手法、ビジョンやモデルがあることを認識したこと

生物多様性、すなわち地球上の生命の多様性が、人類の福利に多くの形で直接貢献しているほか、現在及び将来の世代の繁栄が依存する地球の生命維持システムにとって、生物多様性が決定的に重要な基盤であることを認識し、

水供給や農林水産業、保健、教育、栄養、エネルギー、輸送や観光といった多くの経済セクターが、生物多様性と生態系サービスに依存していることから生物多様性の経済的、文化的、社会的な価値を認識し、

生物多様性と伝統的知識は特に先住民や地域住民、貧しい弱者層にとって持続可能な生計の基礎として重要であることを認識し、
　生物多様性の保全及び持続可能な利用と生態系の再生が生態系の機能やレジリエンスを向上させることにより、気候変動に対する緩和や適応に寄与し、清浄で安全な水の供給を保証し、沿岸や流域を保護し、災害に対する脆弱性を緩和することに留意し、

更に、生物多様性の保全と持続可能な利用と生態系の再生が、生計の支援や新規雇用の創出、創造的な経済に対する重要な貢献を行うことができることに留意し、
生物多様性の保全と持続可能な利用を様々なセクターに組み込み、より広範なセクターの政策において生物多様性の主流化を行うことが、持続可能な開発と貧困の削減の進展に決定的に重要であることを認識し、

地球環境ファシリティーが条約の資金メカニズムとして生物多様性の主流化、条約及び戦略計画の実施及び愛知目標の達成に貢献していることを認識し、

条約の三つの目的、戦略計画及び愛知目標の達成にとって最も大きな障壁の一つは十分な資金がないことであることを認識し、

ポスト2015年開発アジェンダと持続可能な開発目標の検討に関する国連内における現在進行中の議論に貢献することを意識・希望し、
1． 生物多様性戦略計画2011-2020の実施と愛知目標達成のための生物多様性国家戦略及び行動計画の策定における締約国や諸政府による進捗を歓迎する。

2． 2014年10月12日に名古屋議定書が愛知目標の達成事例として発効したことを祝福し、まだ批准していない国に対して批准を要請する。

3． しかしながら、愛知目標の達成には現在の進捗では不十分であり、生物多様性の損失が人類の福利への悪影響を伴って継続しているとの地球規模生物多様性概況第４版の結論に留意する。
4． 異なる社会・文化的価値を考慮しつつ、政府の各省庁や経済セクターにまたがる幅広い措置や政策協調が必要であることを認識しつつ、生物多様性戦略計画2011-2020を完全に実施し、愛知目標を達成するための我々のコミットメントと決意を再確認する。

5． 条約の目的達成のために各国間の科学技術協力の強化が必要であることを認識する。

6． 生物多様性の保全と持続可能な利用に対する先住民及び地域住民の重大な役割を認識する。

7． 戦略計画の効果的な実施のために、条約第20条に考慮しつつ、全ての資金源から資金を動員するとの我々のコミットメントを再確認する。
8． 生物多様性戦略計画2011-2020の実施強化と愛知目標達成のためのピョンチャンロードマップ（以下「ピョンチャンロードマップ」という。）を歓迎する。
9． ピョンチャンロードマップ2020を支援するための韓国のイニシアティブ－科学技術協力強化のためのBioBridge イニシアティブ、森林生態系再生イニシアティブ、並びに海洋に関する能力養成プログラム－を歓迎する。
10． 持続可能な開発目標に関するオープンワーキンググループの成果文書で生物多様性が重要視されたことを歓迎し、2015年以降の開発アジェンダで更に生物多様性が主流化、統合されるよう求める。

11． 生物多様性戦略計画2011-2020とその愛知目標及び2050年のビジョンの、全てのレベルでの2015年以降の開発アジェンダに対する妥当性と重要な貢献を強調するととともに、国連総会に対し、条約の目標、戦略計画及び愛知目標の要素を2015年以降の開発アジェンダに適切に組み込むことを要請する。
12． 締約国やその他の政府、国際機関及びステークホルダーに対し、持続可能な開発に対する女性の重要な役割と貢献に配慮しつつ、戦略計画と愛知目標の実施を2015年以降の開発アジェンダの実施に統合すること、国連開発援助フレームワークプロセスや生物多様性国家戦略及び行動計画等の関連政策と2015年以降の開発アジェンダの実施をつなげるよう求める。

13． 適切な場合に生物多様性関連条約や組織が生物多様性戦略計画2011-2020の実施時に協力や連携、シナジーをさらに強化するよう要請する。

14． 遺伝資源の取得の機会と利用から生ずる利益の配分が、生物多様性の保全及び持続可能な利用、貧困根絶、および環境の持続可能性に対する貢献において果たす役割を認識する。
15． 創造的な経済や自然と共生した全体的な視点等の多様な手法が、生物多様性のセーフガードを行い、持続可能な開発に向けた道筋を着実に前進させることができることをさらに留意する。
16． 決定のVII/28及び両国間の合意に基づき、生物多様性の保全と持続可能な利用、生態系の再生に向けた協力や国境をまたいだ地域の国家間の平和に関する協力の重要性を認識するとともに、それらに関する条約の作業を支援するための韓国政府の平和と生物多様性対話イニシアティブを歓迎する。[image: image1.png]
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